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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イオン源で生成したイオンを導入するRF電圧が印加される多重極ロッド電極と、
　前記多重極ロッド電極の軸方向に質量依存的なポテンシャルを形成するポテンシャル形
成手段と、
　前記多重極ロッド電極から排出されたイオンを検出する検出機構と、
　前記ポテンシャル形成手段への電圧印加手段とを有し、
　前記電圧印加手段は、形成されたポテンシャルの極小付近からイオンを軸方向に質量選
択的に排出するように電圧印加することを特徴とする質量分析装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の質量分析装置において、前記ポテンシャル形成手段は、前記多重極ロ
ッド電極に挿入された挿入電極であって、前記電圧印加手段は、静電電圧及びRF電圧を印
加することを特徴とする質量分析装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の質量分析装置において、前記電圧印加手段は、静電電圧、RF電圧振幅
、RF電圧周波数の少なくとも一つを変化させ、イオンを質量選択的に軸方向に排出するこ
とを特徴とする質量分析装置。
【請求項４】
　請求項２に記載の質量分析装置において、前記挿入電極は、形成されるRF電界強度が前
記多重極ロッド電極の出口端部付近で極小となる形状であることを特徴とする質量分析装
置。
【請求項５】
　請求項1に記載の質量分析装置において、前記検出機構が、飛行時間型質量分析計、電
場を利用したフーリエ変換型質量分析計、フーリエ変換型イオンサイクロトロン共鳴質量
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分析装置、電子増倍管のいずれかであることを特徴とする質量分析装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の質量分析装置において、前記検出機構は、飛行時間型質量分析計であ
って、リニアトラップから排出されるイオンの質量に伴い加速周期を変化させることを特
徴とする質量分析装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の質量分析装置において、前記多重極ロッド電極の軸方向に電子を照射
する電子照射手段を備え、導入されたイオンに対し、前記多重極ロッド電極の内部で電子
捕獲解離または電子脱離解離を行うことを特徴とする質量分析装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の質量分析装置において、前記多重極ロッド電極の軸方向に磁場を印加
する磁場印加手段を有することを特徴とする質量分析装置。
【請求項９】
　イオンを多重極ロッド電極で形成されたリニアトラップに導入してトラップする工程と
、
　前記多重極ロッド電極の軸方向に質量依存的なポテンシャルを形成する工程と、
　前記形成されたポテンシャルの極小点付近から、トラップされたイオンを前記多重極ロ
ッド電極の軸方向に質量選択的に排出する工程と、
　排出されたイオンを検出する工程とを有することを特徴とする質量分析方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の質量分析方法において、前記多重極ロッド電極に挿入された挿入電極
に対し、静電電圧及びRF電圧を印加することにより、質量依存的なポテンシャルを形成す
ることを特徴とする質量分析方法。
【請求項１１】
　請求項９に記載の質量分析方法において、前記多重極ロッド電極に挿入された挿入電極
に対し印加した静電電圧、RF電圧振幅、RF電圧周波数の少なくとも一つを変化させて、イ
オンを排出することを特徴とする質量分析方法。
【請求項１２】
　請求項９に記載の質量分析方法において、前記質量依存的なポテンシャルを、前記多重
極ロッド電極の出口付近で極小となるように形成することを特徴とする質量分析方法。
【請求項１３】
　請求項９に記載の質量分析方法において、排出されたイオンに対し、質量依存的に飛行
時間型質量分析計の加速周期を変化させて検出することを特徴とする質量分析方法。
【請求項１４】
　請求項９に記載の質量分析方法において、前記リニアトラップの軸方向に磁場を印加す
る工程と、前記多重極ロッド電極の軸方向に電子を導入する工程とを有することを特徴と
する質量分析方法。
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